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部
（
前
年
の
調
査
の
際
に
は
踏
査
せ
ら
れ
な
か
っ
た
地
方
）
を
探
り
、
‐
ま

　

第
二
十
一
章
は
一
九
二
八
年
以
来
の
新
河
道
調
査
の
経
過
と
、
こ
の
「
・

た
陳
氏
一
人
は
撲
蘭
に
ま
で
行
っ
て
、
六
月
始
め
に
コ
ル
ラ
に
蹄
っ
だ
。

　

プ
ー
ノ
ー
ル
問
題
」
の
結
論
と
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
こ
＞
(
の
挿
畳
に
は
、

こ
の
間
別
働
瞳
は
方
々
に
分
れ
て
そ
れ
ぐ
の
調
査
を
行
づ
た
。
（
本
書

　
　

一
入
九
九
－
一
九
〇
〇
年
営
時
の
ス
ヶ
ツ
チ
が
十
敷
枚
見
ら
れ
る
な
ど
、

一
―
十
三
章
。
）
こ
れ
に
っ
ゞ
く
十
三
、
四
章
に
は
、
謐
員
ベ
ル
グ
マ
ｙ

　
　

こ
の
二
章
は
本
書
の
う
ち
で
最
も
興
味
深
い
部
分
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に

ｆ
ｏ
ｒ
ｋ
ｅ
　
Ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｍ
ａ
ｎ
の
考
古
學
的
翌
細
と
、
ヘ
ル
ネ
ル
・
陳
爾
氏
の
前
年
｀

　

つ
い
て
の
正
式
の
報
告
書
は
ま
だ
出
て
ゐ
な
い
様
で
あ
る
が
、
。
い
づ
れ
遠

の
探
瞼
の
際
の
地
圖
作
製
の
概
略
が
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。
（
後
者
は
西
北
科

　

か
ら
ず
世
に
出
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

學
考
査
團
の
略
報
「
ゴ
ピ
の
謎
」
が
書
か
れ
た
と
き
に
は
未
だ
完
了
し
て

　
　

三
部
作
の
第
一
と
第
二
と
は
、
餓
９
　
、
監
禁
、
そ
の
ほ
か
さ
ま
ぐ
の

ゐ
な
く
て
こ
れ
に
は
逍
べ
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
も
の
、
前
者
は
末
誌
第
一

　
　

思
ひ
設
け
ぬ
椿
事
が
、
次
か
ら
次
へ
と
勃
酸
し
て
、
す
ば
ら
し
い
胃
瞼
腹

巻
六
読
に
私
が
紹
介
し
た
所
の
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
べ
氏
の
報
告
は
探
瞼

　
　

み
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
ん
ど
の
も
り
は
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
腹
み
も
’

除
報
告
第
七
冊
と
し
て
既
に
ス
ト
ツ
’
ク
ホ
ル
ム
か
ら
出
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と

　
　

の
と
し
て
は
興
味
の
少
い
こ
と
は
已
む
を
得
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
軍
調

を
本
書
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
濁
木
舟
旅
行
の
間
に
も
古
墳
を
翌
掘
す
る
な
ど
、
や
は
り
い
ろ
く
の

　

’
ル
ラ
に
昂
っ
て
か
ら
の
事
件
は
「
絹
の
道
」
、
に
詳
し
く
書
か
れ
て
も

　

事
件
が
起
っ
て
さ
ほ
ど
無
味
乾
燥
で
は
な
い
。

　
　
　
　

〔
藤
枝
晃
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

る
が
、
ど
う
に
か
同
年
十
月
に
一
行
は
迪
化
を
立
去
る
こ
と
が
出
来
る
や

う
に
な
っ
て
の
鱒
途
に
敦
煌
纒
由
の
自
動
車
旅
行
が
可
能
で
あ
る
か
否
か

　
　
　
　

ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
　
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｉ
ｃ
ｅ
　
Ａ
ｇ
ｅ
　
ｉ
ｎ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ

を
探
る
た
め
に
、
十
一
月
二
日
安
西
よ
り
東
に
引
返
し
て
再
ヅ
新
疆
に
人

　
　
　
　

ａ
ｎ
ｄ
　
ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
　
Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
-

つ
た
が
ヽ
い
ろ
く
の
事
情
の
た
め
に
目
的
地
ア
ル
ト
”
'
　
｡
＞
｡
　
t
l
I
プ
ラ
グ

　
　
　
　
　
　
　

ｂ
ｙ
　
Ｈ
.
　
ｄ
ｅ
　
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｔ
.
　
Ｔ
.
　
Ｐ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
.
　
１
９
３
９
.

の
少
し
手
前
か
ら
引
返
し
約
一
ヶ
月
牛
の
後
に
安
西
に
鱒
り
着
い
た
・
＾
十

　
　
　
　
　
　

W
a
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｔ
ｏ
ｎ
｡
　
Ｄ
.
　
Ｃ
.
　
ｐ
ｐ
.
　
３
５
４
.
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
　
Ｖ
Ｉ
.

五
―
十
九
章
）
す
な
は
ち
「
絹
の
泣
」
の
第
寸
七
章
（
英
譚
版
で
は
十
八

　
　

本
書
は
北
米
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ヤ
自
然
科
學
研
究
所
の
地
質
、
古
生
物

章
）
に
綾
き
、
十
九
章
（
英
譚
版
一
一
十
章
）
に
っ
な
が
る
コ
ー
ス
で
あ
る
・

　

學
部
撥
営
の
ヘ
ル
ミ
ュ
ー
・
ド
ー
テ
ラ
氏
が
統
裁
し
て
一
九
三
五
年
に
行
う

　

第
一
一
十
章
に
は
、
古
来
よ
り
の
ロ
プ
ー
ノ
ー
ル
に
開
す
る
知
識
の
愛
遷

　
　

た
印
度
ヒ
フ
フ
ヤ
山
脈
の
氷
河
時
代
並
び
に
印
度
の
萎
石
器
時
代
遺
跡
探

特
に
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
以
来
の
論
９
　
の
概
略
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
の

　
　

瞼
調
査
の
結
果
を
錐
し
た
報
告
書
で
あ
る
。
此
の
調
査
の
慄
報
は
１
　
に
テ

-－６



諮

　
　

ラ
氏
が
一
九
三
七
年
同
地
で
開
催
の
初
期
人
類
１
　
び
に
其
の
文
化
一
般
に

Ｊ

　

開
す
る
薦
國
聯
合
大
會
の
席
上
で
盈
表
し
て
ヽ
學
界
に
新
ら
し
い
興
味
を

　
　
　

具
へ
た
處
で
あ
っ
た
が
、
(
"
Ｅ
ａ
r
l
ｙ
　
Ｍ
ａ
ｎ
”
　
Ｊ
９
３
７
所
収
）
今
般
其
の
正

　
　
　

報
告
が
堂
々
た
る
装
ひ
を
し
て
世
に
出
だ
の
が
本
書
で
あ
る
ｏ
調
査
の
Ｉ

　
　
　

行
は
統
裁
者
の
外
に
。
へ
Ｉ
タ
ー
ソ
ソ
、
テ
ィ
ラ
ー
ル
ー
ド
ー
シ
ヤ
ル
ダ
ソ

　
　
　

等
の
優
れ
た
先
史
學
・
古
生
物
學
の
學
者
が
居
り
、
ま
た
そ
の
事
業
が
カ

　
　
　

ー
ネ
ー
ギ
ー
財
團
、
エ
ー
ル
大
學
、
ヶ
ソ
ブ
リ
ッ
ヂ
大
學
等
の
援
助
の
下

　
　
　

に
行
ば
れ
て
、
成
果
を
示
し
た
の
で
あ
っ
て
、
報
告
書
ま
た
是
等
多
く
の

　
　
　

人
人
と
學
會
の
協
力
に
な
る
。

　
　
　
　

扱
て
本
書
の
構
成
は
五
郎
よ
り
な
り
、
何
れ
も
正
確
な
科
學
的
記
逍
を

　
　
　

以
て
し
て
居
る
。
其
の
第
、
一
部
は
本
書
の
大
部
分
を
な
す
南
西
カ
シ
ュ
ー

　
　
　

ミ
ー
ル
盆
地
の
自
然
地
理
學
的
調
査
の
記
載
と
観
察
で
あ
る
。
先
づ
同
地

　
　
　

域
の
自
然
地
理
的
景
観
を
描
出
し
た
上
、
氷
河
出
現
以
前
の
第
三
紀
の
地

　
　
　

貌
を
論
じ
、
そ
の
温
帯
多
雨
の
気
候
か
ら
洪
積
世
の
氷
河
に
論
じ
及
ん
で

　
　
　

ゐ
る
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
於
い
て
も
四
回
の
氷
期
と
三
回
の
間
氷
期
が
存
し
た

　
　
　

事
は
舵
に
ダ
イ
ネ
リ
イ
（
Ｆ
Ｆ
Ｉ
一
）
氏
に
依
っ
て
説
か
れ
て
ゐ
る
が
、

　
　
　

著
者
は
更
に
こ
れ
ら
氷
河
の
残
し
た
渓
谷
や
、
氷
堆
石
を
南
西
ジ
ｙ
ド

　
　
　

（
恕
乱
）
や
リ
イ
ダ
ア
ル
Ｃ
Ｕ
ｄ
ｄ
ａ
こ
の
地
方
に
於
い
て
官
地
に
調
査
し

　
　
　

た
の
で
あ
っ
た
。
本
文
記
す
る
印
度
に
あ
っ
て
最
初
の
第
一
、
第
一
一
氷
期

　
　
　

が
最
も
廣
範
園
に
且
つ
永
く
纒
績
し
た
と
云
ふ
事
賞
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場

　
　
　

合
と
對
照
し
て
吾
人
に
興
味
を
あ
た
へ
る
も
の
が
あ
る
ｏ
第
二
部
は
ポ
’
ト

ワ
ー
ル
、
イ
ン
ダ
ス
Ｃ
Ｐ
ｏ
t
w
ａ
ｒ
　
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｉ
ｕ
ｓ
)
　
＾
　
ち
北
西
パ
ン
ジ
ャ
ブ
地
域
Ｏ

調
査
報
告
で
あ
っ
て
、
こ
の
中
で
は
ソ
ア
ソ
Ｃ
Ｓ
ｏ
ａ
ｎ
)
　
＾
｡
。
谷
の
人
類
遺
物

の
記
載
が
見
出
さ
れ
る
ｏ
印
ち
同
地
で
は
第
一
一
氷
期
に
比
定
さ
れ
る
上
部

漂
喫
腹
（
Ｂ
ｏ
ｕ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｌ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
　
Ｚ
.
）
か
ら
僅
少
な
が
ら
粗
雑
な
能

岩
及
び
片
岩
類
に
若
干
の
打
裂
を
施
し
た
古
拙
な
奮
石
器
が
翌
見
さ
れ
る

の
を
は
じ
め
、
第
一
面
氷
期
以
降
に
比
定
さ
れ
る
羨
腹
か
ら
は
ア
シ
ュ
レ

ア
ｙ
期
の
か
の
「
握
り
槌
」
に
近
い
形
の
遺
品
の
我
見
を
亭
げ
て
ゐ
る
Ｏ

而
し
て
其
の
第
三
間
氷
期
の
喫
腹
我
見
の
チ
ヤ
ウ
ソ
ト
ラ
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｎ
t
ｒ
ａ
）

の
遺
物
は
形
の
整
う
た
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
第
三
部
は
中
部
イ
ｙ
ド
の

ナ
ル
バ
ダ
（
Ｎ
ａ
ｉ
ｂ
ａ
ｄ
ａ
）
渓
谷
地
域
の
調
査
を
録
し
て
ゐ
て
、
同
地
で
は

熱
帯
的
な
緒
土
（
ｉ
ｌ
ｇ
）
の
上
に
中
期
洪
積
世
の
多
く
の
象
類
等
哺
乳

動
物
の
遺
骸
の
他
、
淡
水
産
貝
類
を
包
含
し
た
地
腹
が
あ
洵
、
該
暦
か
ら

初
期
茸
石
器
た
る
「
握
り
槌
」
の
他
に
剥
片
刄
器
類
の
出
士
が
旱
げ
ら
れ

て
ゐ
る
〇
是
等
の
着
石
器
は
前
・
記
ソ
ア
ｙ
の
遺
物
と
あ
る
形
式
的
聯
開
を

保
っ
て
ゐ
る
。
次
ぎ
に
第
四
部
と
し
て
は
マ
ド
ラ
ス
海
岸
の
地
域
が
取
扱

は
れ
て
、
こ
Ｘ
で
も
緒
土
の
中
か
ら
萄
石
器
の
我
見
を
雌
し
て
ゐ
る
、
著

者
は
其
の
文
中
主
な
る
遺
跡
中
Ｖ
ａ
ｄ
ａ
ヨ
a
d
i
i
ｒ
a
i
　
Ｔ
ａ
ｎ
ｋ
　
Ｍ
見
の
萄
石
器

を
分
類
し
て
そ
の
初
期
の
も
の
は
、
端
土
生
成
以
前
に
易
し
、
形
は
磨
滅

し
、
吏
色
し
て
ゐ
る
事
に
注
意
し
た
上
盛
期
の
も
の
が
ｔ
の
漂
羨
１
　
を

覆
う
た
緒
土
中
か
ら
出
土
す
る
の
で
赤
色
し
た
と
詮
い
て
ゐ
る
。
最
後
の

第
五
部
は
上
部
印
度
の
シ
ュ
ツ
タ
ル
（
Ｓ
ｕ
ｋ
ｋ
ｕ
ｒ
)
並
び
に
I
i
-
＝
^
(
Ｒ
ｏ
ｈ
ｉ
ｒ
)
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地
方
の
石
女
岩
丘
陵
地
域
に
散
布
す
る
新
石
器
時
代
或
は
初
期
金
石
鈴
用

期
の
剥
片
石
器
類
に
開
す
る
記
述
で
あ
る
ｏ

　

‐

　
　
　
　
　

｀

　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　

本
書
は
探
瞼
調
査
の
報
告
書
で
あ
っ
で
、
所
謂
研
究
書
で
は
な
い
。
然

し
記
す
る
處
そ
の
調
査
を
通
じ
て
印
度
の
初
期
人
類
並
び
に
奮
石
器
文
化
’

研
究
の
上
に
、
確
た
る
基
礎
を
提
供
し
た
鮎
で
特
筆
せ
ら
る
べ
き
も
の
が
’

あ
る
。
か
の
緒
土
が
次
第
に
南
方
に
到
る
程
新
ら
し
く
な
る
事
は
洪
積
世

に
於
け
る
こ
の
地
の
気
候
の
移
動
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
カ
シ
ュ

ー
ミ
ー
ル
の
第
三
紀
絡
末
に
腸
す
る
シ
イ
ワ
リ
ツ
タ
（
S
i
ｗ
a
l
i
k
）
暦
序

か
ら
は
右
の
ナ
ル
バ
ず
の
フ
ァ
ウ
ナ
類
の
源
を
な
す
熱
帯
的
フ
ァ
ウ
ナ
類

の
他
に
、
最
も
欧
達
し
た
猿
類
の
隨
骸
を
酸
見
し
て
ゐ
る
事
宜
類
の
如
き

は
人
類
最
古
の
文
化
考
究
上
に
も
又
印
度
の
石
器
時
代
研
究
に
も
重
要
な

意
味
を
持
つ
も
の
と
思
は
れ
る
ｏ
此
の
意
味
で
、
本
書
は
単
な
る
報
告
書

た
る
以
外
に
東
洋
學
を
修
め
る
も
の
に
對
し
一
つ
の
意
義
を
持
っ
で
も
ら

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
藤
岡
謙
二
郎
〕

　
　
　

蒙
古
學
報
創
刊
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
團
法
人
善
隣
協
會
内
蒙
古
研
究
所
登
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
六
倍
判
二
七
八
頁

　

善
隣
協
會
の
中
に
蒙
古
研
究
脈
が
設
置
さ
れ
た
事
は
か
な
り
前
に
報
ぜ

ら
れ
て
は
居
た
が
、
そ
の
翌
表
時
開
に
つ
い
て
は
何
等
我
々
は
知
ろ
所
は

な
か
っ
た
。
今
回
新
に
創
刊
さ
れ
た
「
蒙
古
學
報
」
は
こ
の
研
究
所
の
機
・

開
墾
－
と
し
７
活
１
　
す
べ
ぎ
任
登
匁
へ
ら
れ
た
も
７
也
る
。
昭
和
十

三
年
十
二
月
「
蒙
古
學
」
第
三
冊
が
出
た
ま
ｉ
年
四
回
登
行
の
公
言
に
も

か
ゝ
は
ら
ず
一
向
其
後
曹
沙
汰
な
く
、
唯
一
の
蒙
古
研
究
の
雑
誌
も
不
幸

な
る
運
命
に
見
舞
は
れ
た
か
の
感
を
呉
へ
て
居
た
が
、
「
蒙
古
學
報
」
は
そ

れ
に
代
る
も
の
と
・
し
て
堂
々
た
る
四
六
倍
判
の
臍
裁
を
以
て
こ
ｘ
に
出
現

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
簡
単
な
趣
意
書
の
み
で
、
研
究
所
の
内
容
、
研
究

の
状
態
も
明
か
で
な
い
の
で
あ
る
が
廣
く
一
般
の
蒙
古
研
究
者
の
投
稿
を

容
れ
る
さ
う
で
あ
る
し
、
一
年
四
周
の
翌
行
で
進
む
と
云
ふ
。
時
局
的
な
１
　

念
に
捉
は
れ
ず
と
も
、
一
我
が
國
の
蒙
古
研
究
は
地
理
的
歴
史
的
に
考
へ
て

も
っ
と
進
む
べ
き
で
あ
り
、
決
し
て
外
國
に
劣
ら
ぬ
成
果
を
皐
げ
る
べ
き

時
で
あ
る
。
再
び
我
々
が
唯
で
の
學
術
的
な
蒙
古
研
究
酸
表
機
開
を
得
た

事
は
甚
だ
喜
ば
し
い
。
翌
刊
を
就
す
る
と
共
に
研
究
員
諸
氏
の
努
力
に
よ

り
今
後
の
翌
展
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
儀
臆
的
乍
ら
も
内
容
を
次
に

紹
介
し
て
敬
意
を
表
す
る
事
に
し
よ
う
。

　

「
元
代
の
訴
訟
裁
判
制
度
」
（
有
高
巌
）
一
個
の
赴
會
が
そ
の
秩
序
を
保
た

ん
が
霧
に
或
る
規
範
を
提
出
す
る
時
、
そ
の
規
範
は
台
舎
の
要
求
性
に
従

っ
て
溌
生
し
其
の
此
會
の
肢
展
に
感
じ
て
愛
遷
す
る
。
こ
の
や
う
な
甜
會

三
共
の
規
範
旦
っ
の
表
現
た
る
法
制
と
の
表
裏
性
と
云
ふ
か
或
は
不
可

分
離
性
と
で
も
云
ふ
べ
き
も
の
に
着
目
し
て
法
律
制
度
の
歴
史
的
醗
展
を

嶮
討
ふ
、
以
て
常
時
の
１
　
會
の
史
的
研
究
の
一
助
た
ら
し
め
る
と
云
ふ
事

こ
れ
は
計
曾
史
研
究
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
充
分
根
擦
あ
る
妥
営
な
も
の
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